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【確認申請（工作物）受付時チェックリスト】
	建築基準関係規定などに基づき下記事項を確認しました。
	設計者又は代理者　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
(建築士事務所名)

(氏　　　　　名)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※　図書又は図書相互における不適合又は不整合、または規則第３条における「図書の種類」もしくは「明示すべき事項」の漏れ等がある場合は、受付できないことがありますので十分ご注意ください。
【これらの内容の正式な審査は、受付後に行われます。】

■該当工作物（法第88条第1項）

	□
	令第139条（高さ6m超の煙突）
	□
	令第141条（高さ8m超の高架水槽等）

	□
	令第140条（高さ15ｍ超のRC造の柱・鉄柱等）
	□
	令第142条（高さ2m超の擁壁）

	□
	令第141条（高さ4m超の広告塔・広告版）
	□
	


■　提出前の再確認【内容確認の上、各欄にレを記入して下さい】
	
	項目

	□
	図書相互の整合性がとれている。

	□
	規則第３条に規定する「図書の種類」が全てそろっている。

	□
	規則第３条に規定する「明示すべき事項」が全て記載されている。


· 受付時の確認事項（法第87条の2）

１　添付書類の確認【添付されている書類にレを記入してください。】

	規則で定める図書及び書類（規則第２条の２）
	確認事項

	□
	確認申請書
	様式による書類が添付されている。

	□
	委任状（確認の申請を代理者に委任する場合）
	

	□
	建築士免許書の写し（設計者が建築士の場合）
	

	□
	付近見取図
	明示すべき事項が全て記載されている。

	□
	規則第３条第１項表1の各項に掲げる図書　　　　　　　　　　　　　　　 □非該当
	当該各項（ろ）欄に掲げる図書が添付されている。

	□
	規則第３条第１項表２の各項に掲げる図書　　　　　　　 　　　　　　　　□非該当
	

	□
	規則第３条第１項表３の各項に掲げる書類　　　　　　　　　　　　　　　 □非該当
	当該各項（ろ）欄に掲げる認定書が添付されている。

	□
	築造計画概要書※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □非該当
	※工作物確認申請への築造計画概要書の添付は、規則第３条第２項に該当する場合に必要である。

規則第３条第３項において、工作物の確認申請を建築物の確認申請に併せてする場合は、建築計画概要書が必要である。


２　正本及び副本の整合性の確認【レを記入して下さい。】

	正本・副本
	確認事項

	□
	正本　　1通
	申請書第１面及び図書への設計者の記名及び押印がされている。

	□
	副本　　1通
	正本と整合性がとれている。
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